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患者さん本人の立場に立った怪疲

G蕗油
1早期官舎断、早期j白書眠、早期リハビリテーションを医療のま草

木指針とします。

2診療にあたっては、イシフォームド・コンセントを墓木に

して、患者中心の匿債を展開し宮す。
3早郷里院と匡債の継続を目的に帰歩進機、保健福祉の違
擦なとLI也城につながるチーム宮療を展開します。
4_ j也減医療を支緩する~h賓として、 常に医療水準の向上に

努めます。
5.経営基盤の確立に努依 協臥 納豆技臥相互啓発をm
織のま豊富亀として活力ある病院づくりを進めます。



色型纏壁芝塗痘墜品；g
地域医欄m関から前年度以上ご紹介いただけるよう努力いたします。
また、 i脇介を推進します。

£壁掛鐙 療拠点病院弘之ど
がん言鋭意電体制のさらなる充実を図り、蝉或住民や医欄幾関に信領され安心しで受療しでいただける病院

を目指します。

がん市民公開講座を継続し情報を鮒言します。

3！高次脳答申ヤン俊一cP，τJ｝ザー～・＿，:.r :.r ___,. __,J---.;.;..;::) 
急l'I生期を過ぎた患者さんが回復期リハ施設やその他の施設、あるいは自宅復帰に向けで、シームレスで

円滑な連携をとっでいきます。

脳卒中市民公開講座を継続しでいきます。

~救急医療候型控室寒芝堕笠）
地域医樹銭関、救急隊と連携を強化し、スムーズな救急患者の受け入れ体制の強化を目指します。

5!1J ~児科診療のーさらなる充実を留りま訊
一 一一

医師会と協働しで小児日曜診療の継続を推進します。

6l；き7.JあZち癌~.~ヲミりのヤめ7見材宵成i之さらiこ努lit)ま前』
」ー一－~叫一一】』t、・－－－－－品目、＂＂＇－~一一～A叫品』・』......－..－.. .＇：／

包経営健全化＿！；室長茎芝？
DPC病院としで病院体制の充実に努めます。

s：倒き沈Jえtj病院ト立より
子育でしやすい職場づくりをめざし院内保育所の来年度からの開設をめざします。

病院務員一丸となり地域中核病院としての自覚をもって渇進します。

地域医療機関、地域住民の皆様のこ支緩、ご協力お願いいたします。

＠ 



輔
b
大
加
I
F
側

、‘．
0
0

A
J
o
 

血液内科

第27回
サイコオンコロジー学会・
教育功労賞を受賞して

この度、第27回サイコオンコロジー学会教育

功労貨を受賞いたしました。このような貨をいた

だき大変光栄です。血液がんと言うと、患者さん、

その家族は“不治の病”と思われます。がん告知

時には、多くの方が涙を流され、死亡宣告ととら

える方も多いのが実情です。しかし、半世紀前ま

では純治・｜告であった血液腫傷も、21世紀になっ

て様ii:わりしてきています。多くの新規抗がん剤

f分子標的治療薬など）の登場、移植療法（非

幽脳間移4量、磨寺第血樹重、ミゴ織など）、支

持療法（制吐剤、 G-CSF、抗生~Jなど｝の発震

により、目覚ましい進歩を遂げています。慢性骨

髄l生白血病 （CMし） を一例に挙げますと、私が

医師に成り立てのころは骨髄移纏をしないと殆ど

の惣有皆さんが命を落とす病気でしたが、分子標的

治療援のイマチニブの登場により、多くの懲者さ

んが納庫せずとも経口剤にて長期寛自詑維持でき

るようになりました。 半世紀前にはほぼ全）≫JI.であ

った白血病も少しずつ進歩してきています。普は

治らなかった血液鍾鎮でも、今では治療の忽恵に

より、がん釦rvivorとして日常生活への復帰も

視野にいれることが可能になりつつあります。し

かし、依然とレて多くの血液腫携は予後不良疾患

であることは間違いありません。 告知日寺』乙販の中

が真っ白になっている患者さん、 医学用語の連発

白星事長叫公島英介先生と

に困惑している患者さん、曾いたいことも言えず

にもどかしそうにしている患者さんに対して、話

しゃれ、環境的、病務理解の手助けができれば

と患っています。患者さんの残された時簡を少し

でもより良いもの』こするために、 サイコオンコロジ

一学会やコミュニケーション技術品別1彦会で得た知

識・妓？去を取りえながら、今後も接していきたい

と考えています。 また、患者さん、その家族との

関係を良好にする上でもSHAREプログラムは大

変有用と思います。コミュニケーション妓術研修

会を通じて、ファシリテーターの役割を担わせて

いただいている跨も、いつも新たな気づきゃ驚さ

があります。今後もSHAREプログラムの普及に

今まで以上に精進したいと思います。

．．。..・・・・・・・・・・・・・・・・・・。
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麻酔科 田中敏普

緩和ケアチーム
2007年4月『がん対策基本法』が施行され、

《がん研究の推進・がん医療の均てん化・がん医

療の提供体制の整備》この3つを基本理念として

進められ、その中に、緩和ケアの提供・整備も含ま

れている。

緩和ケアとは？ 日本緩和医療学会は「市民に

向けた緩和ケアの説明」で、『緩和ケアとは、重い

病を抱える患者やその家族の一人一人の身体や

心などの様々な辛さを和らげ、より豊かな人生を

送ることができるように支えていくケア』と定義し、

また、厚生労f!li/f省は「国民に向けた緩和ケアの普

及・啓発についての取り組み」の中で『緩和ケアと

は、病気に伴う心とイ本の痛みを和らげること』と述

べている。

当院の緩和ケアチームは、医師（身体症状担当・

精神症状担当）、緩和ケア専従看護師、薬剤師、療

法士、栄養士、γーシャルワーカーなどから構成さ

れ、多職種によるチームアプローチができるように

している。

L些竺監j

‘ 
がんと診断された時から、患者・家族の肉体的・

精神的・社会的苦痛、スピリチュアルな苦悩など

に、緩和ケアチームで関わり、多職種の特性を生か

して、患者・家族に対して、「心情への配F事J適切な

情報提供と意思決定支援・ニーズに応じたj創禁、

療養の場の提案、提供」を行えるようにしている。

がん診療連携拠点、病院として、地或の医衡是事

者』こ対して、緩和ケア合同症例検討会、緩和ケア

研修会などを開催し、緩和ケアの普及・啓発に努

めながら、《切れ目のない緩和ケア〉が実行でき

るように、顔の見える 畠 8 ・‘
関係性の構築に ・邑句Z’.a-.A
励んでいる。 ~’~ ..A'"I ~‘ 
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研修医松瀬慶和

す

①出身地
長崎県佐世保市

②趣味／特技

ドライブ、ジョギング

③ごあいさつ

今年度から長崎県島原病院で右前I~医として勤務させて］頁くことにな

りました。フレッシュマンとは決して言えない見た目と年齢ですが、日々

努力し精一杯頑張ります。よろしくお願いします。



水田小児科

本院は1984年1舟i乙小児料有床言書療所として開院しま
した。

開院当時は島原病院（当時は島原温泉病院）には小児料

のペッドかなく、重症の患者は諌早、大村、大学などのZ次、
3次病院にお願いしておりました。
~002年i乙島原病院に小児料が開設され、そういったE里
者をお層買い出来るようになり、非常に助かつておりました。

そういう意味で、2014年4月から小児料が寓ひA開設さ

れ、心強く患っています。また、放射線料や外料系の先生方

にもいつもお世話になっています。

言書療のモットーは視診、聴診、触診所見を大切に、特｛乙子

供の場合、視診を一番重要視しています。そして24時間子

院長水田舜助先生
島原市重県耳目町7香j也 会0957-62-7177

供のそばにいる保護者と一緒に恩児を治療していこうという姿勢をとっています。そのため、病気の重症度の見方を保

Z聖者にしっかり｛云えるようにしています。
スタッフは、ほとんどが開院以来一緒に仕事をしてきた仲間で、私の治療方針もぽとんど］問屋されており、安心して~t'
療ができ、感謝しています。

震近、やや体力の衰えも感じますが、この年齢ても医療といラ緊張した仕事かできる事を幸せに思い、もうしばらく頑

張っていこラと考えています。

つねおかクリニック

’平成21年3月｛乙長崎大学移植・消化喜露外秘を退局し、3年間口

之津の哲翁病院で地場医療に従事した後、平成24年6月1日i乙父
祖僻也である有家町｛乙開業させて］買きました。

私の専門は消化穏外料、特i乙肝胆鰐領域の外科でしたが、今ま
で務めた医欄機関では、乳腺甲状腺や各領域のプライマリーケア

につきましでも散々鍛えられてまいりました。専門医を専門店、総

合病院をデパートだとしたら、私のクリニックは「医療のコシピニ

エンスストア」を目指し、ど’こに行けばわからない時にはとりあえず

あそこに相；談しでみようと思われるようなクリニックにしたいと思

います。しかレながら、専門的治療の紹介や救急対応などで、島原

病院をはじめ近隣の医療施設の先生方には大量をご迷惑をお掛り

しております。ご寄放］買きますとともに、今後とも何卒宜しくお願

いいたします。

現在の診療のモチペーションは、消化~＇内分泌疾患、の早期発
見です。特｛乙現在では、ウイルス性肝炎や消化擦の悪性疾患は早

期でl発見できれば十分治療が期待でぎますので、島原病院をはじ

め関連病院に少しでも良い状態で紹介できるよぎに上部消化管

内視鏡やエコーなどlでi目を光らせていきたいと思っています。

また現在iま在宅医療や緩和医療などにも注目が集まっています
力＼このような分野こそ外料開業医の仕事であるとJ考えています
ので、私も積極的｛乙外i乙出て行ぎたいと思います。

院長常岡伯紹先生
南島原市有家町久保21-1 企0957-82-2248

あまり仰々しいことは言えませんが、知識に裏付げられた患者さんにやさしい医療を目指して日々精進していきたい

と思っています。

。



回国トピ?!l!Jス

（凍結組織切片作製装置について）

－術中迅速病理診断とは

病理診断を行うためには開里組織標本の作裂が欠かせませ

ん。手術などにより患者さんから採取した臓器をホルマリン

に演旬、専用の機械にか旬、さらに口ウ演~1 ~こするなど、さ

まざまな過程を経て標本にするととができます。標本は専門

の病理医に届Lすられ、顕微鏡で観察することにより診断がな

されます。この過程は通常 2～3日を要しますが、術中迅速

病理診断は、手術中に返事をするために通常の工程を簡略化

することで、迅速な病理診断を提供できる検査方法です。

当院では昨年より病理医の先生が常勤となり、この中交査の

需要が高まりました。そこで昨年、術中迅速診断に欠かせない、

最新型の凍車部E繊切片作製装置の運用が始まりました。

従来機では装置内の設定温度の限界がー14℃でしたが、新

型は－30℃まで；令却が可能となりました。最新の機能をそろ

えた凍高齢昼縁切片作製装置ですが、一番の特徴は油分が多く、

処理カ嘆童しい脂肪組織（乳腺）の対応が可能になった点です。

手術中のMt器を用いて般新の 手拍11，虫、確認のため通常の工程で
濃縮祖量産切片作製装置で作製した棟木 作製l」宣し走根木

検査科浅田理美

平成26年度は64件の検査依頼があり、手術

中の検体を病理診断することで、細かい方針変更

や，切り取る臓器の範囲を正確に決定することが

出来ました。より貨の高い病理診断を提供するた

め，私たち臨床中交査技師および病理医の先生とで

二人三脚、日々精進していきたいと思います。
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昨年度（平成26年度）の実績は、54件でした．

。



0外来及び入院患者数

平成24年度平成25年度平成26年度 ，、
田路聖書語審議Ut四回＝·~

讃§J.aB・体重F内分泌外科

手U章

E・
血管内手術

制民｛剖妨E射線療法

企271.2 279.B 289.5 

4,888 5,208 5,375 

12.2 13.0 12.9 

203.4 206.2 205.2 

14.7 14.2 14.8 

412 453 355 下肢骨嬢合 234 168 192 

108 125 228 上肢骨縫合 73 62 77 

75 61 58 人工骨頚（股） 60 58 72 

11 9 5 鏡視下関節司当初 10 7 12 

7 11 9 鍵の手術 28 17 26 

6 神経の新前 15 10 11 

614 665 656 関節形成 6 39 79 

21 3 9 その他 135 97 131 

23 14 12 561 458 600 

15 12 7 7 5 

9 12 5 

11 日 根治的勝杭全嫡柿 。 。
33 40 37 尿管度周『~1~i 。 。
自 9 6 経尿逼的前立腺切除術 自 7 日。。 経尿逼的B~肱煙繍j白出骨1 50 48 66 。。。 前立腺生後 158 152 119 

8 自 11 その他 66 78 82 

5 7 12 小言十 300 304 285 

30 25 11 

156 127 107 
全科合計 1,631 1,554 1,648 

発行／長崎県島原病院
（広報委員会参務局：地~医号室支億センター〉

〒655-0661 長崎県島原市下川尻句 7695番地
TEL 0957-63・1145（代表） 内線116 FAX 0957-63・6544

URL http://www.shimabarabyoin.ip/ 

i外線制捌 午前8:45~~前 11 :oo Li!_竺 日 土・日・祝日

。
蚤何時間タト4こ畳官される珊吉l玄、 S控愈~j応となります．
率感26制月7日より’J矧』再附しております．
時与しくl割宅ーム吋戸！：／’Eこ箆ください．

年末年始（12月29～1月3日）


